
図書館情報資源論
Introduction to Library and

Information Resources
34202 江良友子 専門 2 選択 1・2後期

科目の概要
図書館情報資源とは、図書館が収集・提供の対象とする資料や情報の総称であり、印刷資料、非印刷資料、電子資料とネットワーク情報資源等から構成されたものである。
この科目では、図書館で取り扱う図書館情報資源の種類と特性、歴史、生産、流通、選択・収集・保存、扱い方などについて基本的な知識や考え方を学ぶ。（基礎知識の獲得）
学んだ知識を活用して更に発展させ、図書館業務に応用できる力を身につける（基礎知識の活用・応用）。
図書館の現場で起こった事例について話を聞くことによって、図書館で働く際には、真心・努力・奉仕・感謝の精神をもって人と接することが大切であることを理解する。

学修内容 到達目標

① 図書館情報資源について知る。
② 図書館資料コレクション形成の理論を知る。
③ 図書館資料の選択・収集・作成方法について理解す
る。
④ 図書館資料の蓄積・保管のプロセスについて理解す
る。
⑤ コレクションの評価法等について知る。

① 図書館情報資源の種類とその特徴について説明することが
できる。
② コレクション構築の意義とそのプロセスを理解し、述べる
ことができる。
③ 図書館情報資源の特徴に応じた収集方法と収集手段（ツー
ルを含む）を理解したうえで、資料（布絵本）の作成ができ
る。
④ コレクションの蓄積・保管方法を記述することができる。
⑤ コレクションの評価方法について説明することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 図書館資料について理解を深めるために、自ら進んで図書館・書店等へ足を運ぶことがで
きる。

働きかけ力

実行力 難しい課題であっても、質問に来るなどして完成させるために努力することができる。

考え抜
く力

課題発見力 失敗した原因を分析することができる。

計画力

創造力 多様な情報の中から、適切なものかを判断して、一つのものを完成させることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業で学んだこと、実習・見学した内容について、わかりやすくまとめることができる。

メモを取るなどして人の話を聞くことができる。

遅刻・無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：「図書館情報学基礎資料」　2022年　今まど子・小山憲司 編著、樹村房　1,100円（税込）
講義用レジュメおよび追加資料を配付する。
必要に応じて教材として視聴覚資料を使用する。
参考文献：授業の中で紹介する。

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：図書館司書に関する科目
資格との関連：図書館司書

学修上の助言 受講生とのルール

前期開講科目の「図書館概論」の授業を受講していないと理解する
ことが難しい授業内容であるため、図書館概論未履修者は事前に相
談に来ること。
図書館へ積極的に足を運び、実際の図書館業務を見聞しながら学習
すること。

６回以上の欠席は０(放棄)判定となる。
欠席した場合は、次回授業日前までに欠席分の配布資料を取りに来ること。
欠席した場合でも課題提出は必須である。必ず指定された期限までに提出すること。期日に遅れ
た場合は受け取らない。
授業の中で岩瀬文庫（西尾市）への見学を予定しているが、往復の交通費は自己負担とする。
布絵本はグループ単位で１つの作品を制作するため、協力しながら作成に当たること。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S（秀）評価
筆記試験において、評価方法に記載している項目について
９割以上回答できている。
レポートと作品評価がそれぞれ18点以上獲得できている。
社会人基礎力にある学修態度が９割以上達成できている。
A（優）評価
筆記試験において、評価方法に記載している項目について
8割以上回答できている。
レポートと作品評価がそれぞれ16点以上獲得できている。
社会人基礎力にある学修態度が８割以上達成できている。

B（良）評価
筆記試験において、評価方法に記載している項目について
7割以上回答できている。
レポートと作品評価がそれぞれ14点以上獲得できている。
社会人基礎力にある学修態度が７割以上達成できている。
C（可）評価
筆記試験において、評価方法に記載している項目関連事項
について6割以上回答できている。
レポートと作品評価がそれぞれ12点以上獲得できている。
社会人基礎力にある学修態度が６割以上達成できている。
或いは、達成には至らないが努力できている。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

50

評価ポイント
①授業で学んだ専門用語が理解できている。
②図書館情報資源の意義が理解できている。
③書籍の歴史、形態と特質が理解できている
④雑誌・新聞の歴史、形態と特質が理解できている。
⑤パンフレット、地図など多様な印刷資料の特質が理解できている。
⑥障害者用資料の特質について理解できている。
⑦ネットワーク系資料の特質について理解できている。
⑧政府刊行物等について理解ができている。
⑨郷土資料の特性について理解ができている
⑩公共図書館の資料集について理解できている
⑪資料が出版されてから図書館資料になるまでの流れが理解できている
⑫コレクション形成に必要なことが理解できている
⑬資料収集、蓄積、保管のプロセスが理解できている
⑭コレクション評価の方法が理解できている
⑮各回の授業で学んだことをふまえ、それ以外に自分で調べた発展的事項が記述できる
※上記①～⑫は基礎知識の獲得を問う内容、⑬・⑭は基礎知識の活用を問う内容、⑮は基礎知識の応用を評価するものとなっている。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

20

西尾市岩瀬文庫（予定）に於いて古典籍の扱い方を演習する。そのレポートを評価するため、当日不参加は評価０となる。
評価のポイント（各2点×10項目）（課題内容の詳細は授業の中で説明する）
（表記・表現等）
・字数制限が守られている。
・誤字脱字がなく、正しい文章表現を用いている。
・口語やくだけた表現をしていない。「です・ます調」ではなく、「だ・である調」を用いている。
・段落はじめの１字下げなど基本的なルールとレポートの基本書式を守っている。
・情報源は信頼のおける適切なものを使用している。引用・参考文献を記載できている。
（内容）
・テーマに合致した内容となっている。
・根拠をもとに、自分の考えを明確に述べることができている。
・自分の述べたいことを、筋道立てて論理的に述べている。
・意味の通らない文章がなく、論旨が明快である。
・内容に説得力があり、読み手を納得させられる内容である。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤

レポート

①

20

グループ毎に制作する布絵本の作成物を評価する。
・作品としての出来栄え（切り方、縫い目）（５点）
・ページを合体させた際の全体的調和（バランスが取れている）
（５点）
・グループ内での協力（手助け、工夫の共有）（5点）
・遅れることなく期限内に提出できた（5点）

②

③ ✓

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）
・図書館や書店に足を運んでいる。
（実行力）
・グループで協力して、期日までに布絵本を完成させることができる。
（課題発見力）
・本の補修が上手くできない原因を調べ、期日までに作成・提出できる。
（創造力）
・西尾市岩瀬文庫の所蔵資料の中から自分が見たい資料を検索し、その理由を学芸員に伝わるように記述することができ
る。
（発信力）
・学んだことを反映させたレポートを作成することができる。
（傾聴力）
・実習・見学先で話を聞き、聞いた内容を踏まえて質問することができる。
（規律性）
・遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。
・欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B（良）評価
筆記試験において、評価方法に記載している項目について
7割以上回答できている。
レポートと作品評価がそれぞれ14点以上獲得できている。
社会人基礎力にある学修態度が７割以上達成できている。
C（可）評価
筆記試験において、評価方法に記載している項目関連事項
について6割以上回答できている。
レポートと作品評価がそれぞれ12点以上獲得できている。
社会人基礎力にある学修態度が６割以上達成できている。
或いは、達成には至らないが努力できている。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

ガイダンス

図書館情報資源の意義
について学ぶ。
（基礎知識の獲得）

ビデオ：「図書館と資
料保存」酸性紙の問題

講義
質疑応答

ビデオ視聴

図書館情報資源にはど
のようなものがある
か、その役割を理解
し、記述することがで
きる。

（第一回分予習）
図書館の資料にはどの
ようなものがあるか調
べる。
（復習）
ビデオ視聴した図書館
資料の酸性紙問題につ
いて理解したことを書
く。

180
主体性
傾聴力
規律性

2

印刷資料の種類と特質
１

書籍（本）の歴史、形
態と特質について学
ぶ。
（基礎知識の獲得）

講義
質疑応答

本の歴史、形態と特質
を理解し、記述するこ
とができる。

（復習）
図書館へ行って本の歴
史について書かれた本
を読む（数冊は授業の
中で紹介する）。
（予習）
自分が好きな雑誌の創
刊から現在までの歴史
を調べる。

180
主体性
傾聴力
規律性

3

印刷資料の種類と特質
２

雑誌・新聞の歴史、形
態と特質について学
ぶ。
（基礎知識の獲得）
布絵本制作

講義
質疑応答

製作

雑誌・新聞の歴史、形
態と特質を理解し、記
述することができる。

（復習）
雑誌と新聞の特徴について
ノートにまとめる。
（予習）
書籍、パンフレット、リー
フレット、チラシの違いを
調べてノートにまとめる。
（その他）
布絵本制作

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

4

印刷資料の種類と特質
３

パンフレット、地図な
ど多様な印刷資料の特
質について学ぶ。
（基礎知識の獲得）
布絵本制作

講義
質疑応答

製作

パンフレット、地図な
ど、本と異なる印刷資
料の特質を理解し、記
述することができる。

（復習）
印刷資料の特徴をノート
に書く。
（予習）
障害者向け資料にはどの
ようなものがあるか、調
べてノートに書く。
（その他）
布絵本制作

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

5

非印刷資料の種類と特
質１

障害者のための資料、
音声資料、映像資料な
どの特質について学
ぶ。
（基礎知識の獲得）
布絵本制作

講義
質疑応答

製作

障害者のための資料の
種類と特質を記述する
ことができる。

（復習）
障害者のための資料の特徴をノート
に書く。
（予習）
ネットワーク情報資源にはどのよう
なものがあるか調べる。
（その他）
西尾市岩瀬文庫所蔵の資料を調べ、
その中から最も見たいものを１点以
上選び、その理由を書く（類似資料
と識別できるように書誌情報をしっ
かり書くこと）。

180

主体性
実行力
創造力
傾聴力
規律性

6

非印刷資料の種類と特質２

ネットワーク情報資源（電
子書籍、電子ジャーナル、
電子図書館等）の特質につ
いて学ぶ。
（基礎知識の獲得）

布絵本制作

講義
質疑応答

製作

西尾市岩瀬文庫「閲覧
希望資料」を記入した
用紙の提出

ネットワーク情報資源
（電子書籍、電子
ジャーナル、電子図書
館等）の特質を記述す
ることができる。

（復習）
ネットワーク情報資源の特
徴をノートにまとめる。
（予習）
灰色文献とは何か調べ、代
表的なものをノートに書
く。
（その他）
布絵本制作

180

主体性
実行力
創造力
傾聴力
規律性

7

多様な情報資源の特性１

政府刊行物と通常の出版
流通にのらない資料（灰
色文献）について学ぶ。
（基礎知識の獲得）

布絵本制作

講義
質疑応答

製作

灰色文献とは何か、そ
の特徴と図書館資料と
して扱う上での注意点
を記述することができ
る。

(復習)
灰色文献の特徴と図書館
資料として扱う上での注
意点をノートに書く。
（予習）
郷土資料とは何か調べ、
ノートに書く
（その他）
布絵本制作

180

主体性
実行力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

多様な情報資源の特性
２

郷土資料と地方行政資
料について学ぶ。
（基礎知識の獲得）
布絵本制作

講義
質疑応答

製作

地域資料とはどのよう
なものをいうのか、記
述することができる。

（復習）
郷土資料・地方行政資料
の特徴についてノートに
書く。
（予習）
０～９類の各類の資料群
の特徴について調べる。
（その他）
布絵本制作

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

多様な情報資源の特性
３

公共図書館で主に収
集・提供される資料群
について学ぶ。
（基礎知識の獲得）

布絵本制作

講義
質疑応答

製作

公共図書館で主に収
集・提供される資料群
について理解し、記述
することができる。

（復習）
予習で行った各主題分野の資料
群の特徴について見なおし、そ
の結果をノートにまとめる。
（予習）
これまで授業で学んできた図書
館資料以外の図書館資料にはど
のようなものがあるか調べる
（その他）
布絵本制作

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

10

古典籍の扱い方について

西尾市岩瀬文庫見学・実習
（基礎知識の獲得・活用）

（見学の引率）
担当教員指導内容
見学先担当者とともに、事前に依頼した
見学内容について、これまで授業で学ん
だことを現場で確かめ、確認する。
学生に質問事項を促す。
指導内容
・博物館を見学する際の注意事項
・古文書の扱い方
・巻子本の扱い方

見学

実習

古典籍の扱い方を理解
することができる。

（予習）
HPなどで西尾市岩瀬文庫
の歴史、サービス、所蔵
資料について調べる。
（課題）
「西尾市岩瀬文庫の見
学・実習から学んだこ
と」（文字数1500字～上
限なし）

180

主体性
発信力
傾聴力
規律性

11

情報資源の生産と流通

情報資源の出版・生産
と流通について学ぶ。
（基礎知識の獲得）
岩瀬文庫見学の感想を
発表する

講義
質疑応答

発表

布絵本提出

出版・流通についての
一般的な流れを理解
し、その内容を含めて
記述することができ
る。

（復習）
新聞が制作され、家庭や図
書館に届くまでの流れ図を
描く。
（予習）
岩瀬文庫の見学について感
想を２分程度で発表できる
ようにまとめる。
（その他）
布絵本制作

180
主体性
実行力
規律性

12

コレクション形成の理
論

コレクション（蔵書）
形成、資料選択の理論
と現状について学ぶ。
（基礎知識の獲得）

講義
質疑応答

布絵本についてフィー
ドバック

岩瀬文庫レポート提出

コレクション形成の概
念について理解し、記
述することができる。

（復習）
蔵書構成を考える上での
問題点をノートに書く。
（予習）
図書館概論、情報サービ
ス論で学んだことを復習
して、図書館の資料選択
で重要だと思う点につい
てまとめる。

180
主体性
傾聴力
規律性

13

資料の選択

資料選択の方法につい
て学ぶ。
（基礎知識の獲得）

講義
質疑応答

岩瀬文庫レポートの
フィードバック

資料選択の方法を理解
し、記述することがで
きる。

（復習）
資料選択方法の問題点
をノートにまとめる。
（予習）
コレクション構築に影
響を与える要因を５点
あげる。

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

14

資料の収集・蓄積・保
管のプロセス

資料収集の方法、蔵書
の管理について学ぶ。
（基礎知識の活用）

講義
質疑応答

資料の収集・蓄積・保
管のプロセスを理解す
ることができる。

（復習）
コレクション構築の館種別
特徴についてノートにまと
める。
（予習）
これまで学んできたことを
踏まえて、資料収集するう
えでの重要だと考える点を
ノートに書き出す。

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

コレクションの評価

コレクション（蔵書）
の評価、更新について
学ぶ。
（基礎知識の活用・応
用）

講義
質疑応答

コレクションの評価方
法を知ることができ
る。

（復習）
コレクション評価の方
法をノートにまとめ
る。

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性


